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〔研究報告要 旨〕

本研 究 は,積 雪寒 冷地 にお け る臨海都 市におい て ,ジ オマイ ク ロデー タ と GIS

を援用 して ,冬 季 災害時避難 の分析 を行 うこ とに よ り,都 市の構造変容 と災害

に対す る社 会的脆 弱性 との関係 を明 らかにす るこ とを 目的 とした なお ,災 害

としては津波災害 を取 り上 げ,積 雪期 と非積 雪期 の環境 の違 い に注 目した

結果 は次 の通 りで あ る 第 2章 で は北海道 太平洋岸 の津波想 定地域 にお ける

人 口推定 を行 い,最 も大 きな津波 の影 響 を受 ける釧路市 ,研 究対象 地域 とした

第 3章 で は研究対象地域 の津波想 定地域 にお ける建物 立地 の空 間特性 を,都

市計画基礎調査 の建物男1デ ー タを用 いて分析 した ネ ッ トワー クボ ロノイ領域

分割 を用 いて設定 した避難 圏域 ご との分析 に よる と,釧 路市 の津波想 定地域 に

住宅 が多 く立地 してお り,そ の面積 は増加 してい る ことが明 らかになつた

第 4章 ではネ ッ トワー クバ ッフ アに よ り避難場所到達 圏 を設 定 し,国 勢調査

小 地域デ ー タに よる人 口特性 の分析 を行 つた その結果 ,災 害発生時 に釧路 市

の避難場所 の大部分 には ,収 容能力 を超 えた避難者 が集 ま るこ とが推 定 され た

また ,避難場所到達 圏の範 囲外 にあ る避難 困難地域 に多 くの人 口がお り,そ れ

には多 くの高齢者 が含 まれ るこ とがわかつた

第 5章 では,実 際 の避難経路 の移動 を疑似 的 に再 現 し,衛 星測位 によ り移動

ログを収集 して分析す るこ とに よ り,避 難行動 の空間デー タ化 を行 つた そ の

結果 ,積 雪期 と非積 雪期 で大 きな移動時 間の差が生 じるの は,積 雪時 に急 で狭

い坂や 階段 を上 って避難す る場合 ,雪 置 き場 が移動経 路上 に作 られ たため非積

雪期 と異 な る経路 を選択 しなけれ ばな らない場合 ,大 きな凹凸の ある厚 い氷 が

路面 を覆 つて歩行 が 困難 な場合 で あつた  この よ うに積 雪期待 有の障害 が避難

者 の歩行 を困難 にす るこ とが明 らか にな った

以上 の よ うに本研 究 では,都 市内部 の構造変容 と災害 に対す る社会的脆 弱性

との関係 を明 らか に した  また ,そ れ を実証す るた めの ジオマイ ク ロデー タの

分析 方法 を開発 し検討 を行 つた


